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カジノオーストリアの提案内容
特集
spec i a l  i s s u e

九州・長崎IRの実現に向けて
　IR（特定複合観光施設）とは、老若男女を問わず家族で楽しむことができる劇場、ショッピン
グモール、ミュージアム、温泉施設、会議場、展示施設、ホテルなどにカジノ※を含んだ施設です。
　県では、交流人口の拡大や新たな雇用の誘発、地域経済の活性化、ひいては定住人口の増加が
期待されるＩＲの誘致をハウステンボス地域（佐世保市）に進めており、2021年８月３０日に設置
運営事業予定者として「カジノオーストリア」を選定しました。現在、事業者とともに国への認定申
請手続きを進めています。
　今回の特集では、事業の概要や効果、懸念される事項への対策などについてご紹介します。
※IRに占めるカジノの面積は施設全体の延べ床面積３％以下に制限されます

九州・長崎ＩＲのイメージ図

中核施設

ＭＩＣＥ（展示場）

ＭＩＣＥ（国際会議場）

※カジノオーストリアによる提案。内容は変更となる場合があります

●タワーホテル・・・・・・外資系高級ホテルブランドなどが
運営する2,000室規模の宿泊施設

●MICE・・・・・・・・・・・・ 最大6,000席の国際会議場（国内最
大規模）と総面積2万平方メートルの
展示場

●ジャパン・ハウス・・・歌舞伎、アニメ、ゲームなどの日本の
文化を発信する劇場

■コンセプト

■整備予定のコンテンツ

■長崎県にもたらす効果

■九州地域に広がる経済波及効果

●地元調達100%を目指します。
●地元調達ができない場合は、
地域の業者による輸入や取り次
ぎを前提とします。

調　達
●ＩＲ区域内の各施設で直接雇用される人数は、
約1万人と見込まれています。
●ＩＲが実現することにより、新たな雇用を生み
出し、若者の地元定着の機会拡大やＵ・Ｉター
ンの促進につなげます。

雇　用

※内容は変更となる場合があります

ハウステンボスの景観と調和した街並みのイメージ

開業は最短で2027年度中を目標にしています

整備される桜並木のイメージ

長崎から「観光産業革命」を実現

コンサートホール

さまざまな文化を受け入れ、融合し、新しい価値を生み出す街。

アクセプト ディバイス クリエーション

約3,200億円経済波及効果（年間）

約3,500億円総事業費（開業時）

約3万人雇用誘発効果

約840万人延べ来訪者数（年間）

タワーホテル

カジノ施設（一部）

ジャパン・ハウス

メディカルモール

ホテルヨーロッパを改装したホテル

ハウステンボスエリア

MICE

Accept, Devise, Creation

長崎の地理的な強みを生かし、長崎を拠点として、九州、日本、アジア、世界、
全てが融合し、つながっていく今までにない世界都市を目指します。 

日本・九州の文化、芸術、食などの素材の魅力を生かしたコンテンツを導入し、
幅広い世代に楽しんでもらえるエンターテインメントを提供します。

東洋文化と西洋文化の融合 ～真の和洋折衷を実現～
東洋・西洋の良いところを調和し、日本の先端技術を融合した県民が誇らし
さを感じることのできるＩＲ施設を目指します。 

国内外の著名
オーケストラに
よる本格的なク
ラシックコン
サートなどが楽
しめます 

大型ショッピングモール
世界各国のさま
ざまなお店が集
まり、幅広い世
代が買い物を楽
しめます 

美術館
絵画・造形から
現代アートまで
最先端技術を
生かした多彩な
アート展などを
楽しめます

マ　イ　ス
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懸念される事項への対策九州一体となった取り組み

お知らせ

国の主な取り組み

問合せ 県のＩＲ推進課　☎095-895-2037 検 索長崎県IR推進課

　世界各国で培った運営実績に基づき、地域住民が安心できるよう、重層的で効果的な懸念事項対策を
実施します。

カジノオーストリアの主な取り組み

青少年向け
啓発活動

●教育機関への資料配布、講演会・講話の実施
●未成年者のカジノへの立入禁止、年齢確認の徹底
●青少年・新成人向けの依存症リスクの理解促進プログラムの実施

治安維持
対策

●警察および関係団体などと密接な連携、情報共有の実施
●マイナンバーカードや顔認証システムを利用した防犯体制の整備
●防犯・防災・警備の一元的管理・運営による危機管理体制の強化

●本人や家族が24時間利用できる心理カウンセラーなどによる相談センターの設置
●専門教育を受けた従業員による問題ある顧客の発見、休憩の勧め、相談窓口への案内依存症予防

依存症対策
●本人確認
　マイナンバーカード
●回数制限
　7日間で3回、
　および28日間で10回
●入場料
　6,000円／回

青少年の健全育成
●入場制限
　20歳未満は禁止
●広告・勧誘制限
　入場禁止の旨を表示
　区域外での広告禁止

IR開業までの想定スケジュール
　県では、カジノオーストリアと共同して作成する区域整備計画を2022年4月末までに国へ申請し、
2020年代後半の開業を目指しています。

国 県・市（2021年8月以降はIR事業者も含まれる）
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　2021年4月、九州経済連合会や九州商工会議所連合会、長崎県商工
会議所連合会など九州の経済団体、行政、議会が一体となった「九州IR
推進協議会（KIRC）」が発足し、IRがもたらす高い経済効果を九州の皆
さんに実感していただけるよう、具体的な検討を行っています。

九州観光周遊ＷＧ
九州・長崎IRを核とした広域周遊観光を目指し、関係機関とともに九州
内の魅力ある観光地への周遊へつなげるための方策を検討しています。

ビジネスネットワークＷＧ
IRで必要となる物品やサービスの調達などについて、ビジネスマッチン
グの仕組みづくりの検討を進め、IR事業者と地元企業との対話の機会
づくりやセミナーなどを行っています。

大分県

宮崎県
鹿児島県

熊本県

佐賀県

沖縄県

福岡県
山口県

長崎県

九州・長崎IR

広報テレビ番組「みジカなナガサキ」（民放4局）でも今回の特集を1月に放送します

※②は各振興局（長崎と佐世保を除く）からリモート参加も可能

九州・長崎IRの誘致について、県民の皆さんに説明をし、ご意見を伺う機会を設けます。
※詳しくは県のウェブサイトをご覧ください

意見募集（パブリックコメント） 公聴会
皆さんのご意見をお寄せください。
●期　間／12月21日（火）～1月17日（月）
●資料の閲覧場所／
県のウェブサイト、県政情報コーナー（県庁1階）、
各振興局行政資料コーナー（長崎振興局を除く）
●提出方法／
　県のウェブサイトから。
　郵送、ファクシミリも可。

区域整備計画についてのご意見を伺います。
●日　時／①1月6日（木）、②7日（金）
●場　所／①アルカスSASEBO（佐世保市三浦町）
　　　　　②県庁（長崎市尾上町）

九州・長崎IR-MICEフォーラム
広域周遊観光などをテーマに、パネルディスカッ
ションなどを行います。
●日　時／1月14日（金）、15日（土）
●場　所／出島メッセ長崎（長崎市尾上町）

　IRにより生じるさまざまな懸念事項を最小化するため、国・県・カジノオーストリアそれぞれがギャンブ
ル依存症対策や治安維持等対策に取り組んでいます。

●国は、「ギャンブル等依存症
対策基本法」に基づき、依存
症の予防対策などに総合的
に取り組んでいます。

●「IR整備法」では、マイナン
バーカードによる本人確認の
義務付けなど厳格な規制が
設けられています。

犯罪防止対策
●事業者の廉潔性
　免許制
　徹底的な背面調査
●マネーロンダリング防止
　疑わしい取引は届出義務

治安維持対策
●入場制限
　暴力団関係者は禁止
●治安維持
　犯罪発生を予防
　周辺秩序の維持

　県では、「長崎県ギャンブル等依存症対策推進計画」の策定
のほか、独自の取り組みとして、「九州・長崎IR安全安心ネット
ワーク協議会準備会」を設置しています。当会には、依存症対
策の専門家（医療機関）のほか、警察、自治会、PTAなど各分野
で活動する官民の団体が参画しています。
　また、九州・長崎IRの誘致を機に、九州全体としての依存症
対策の強化を図るため、行政・医療・相談機関などで構成する
「九州地方依存症対策ネットワーク協議会」を設立し、効果的な
依存症対策のための情報共有や人材育成プログラムの作成な
どを進めています。

県の主な取り組み

行政

（治療拠点・専門治療拠点）
医療

（相談拠点）
相談

九州地方依存症対策
ネットワーク協議会
○先進事例の共有
○連携強化
○共同の取り組み

九州一円の依存症対策の向上

依存症対策

Pick
Up


